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本日の内容

● オンライン授業を支える学生スタッフの活動紹介
○ オンライン授業サポート窓口の運用
○ ポータルサイト“utelecon”のリニューアル
○ 新入生への情報周知
○ よりよいオンライン授業を目指したコンテンツ作成

● On-Campus Jobとして行う意義・現状の課題など
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東京大学の近況：オンライン授業全般

● 2020年秋から対面授業を再開
○ 1年生の場合は週に平均1～2科目程度が対面授業

● 2021年度：オンライン授業の位置付けはより積極的に
○ とはいえ「やむを得ずオンライン」の科目もまだ多く残る（私見）
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対面・オンライン・併用の各授業形態の良さを生かしながら実施していきま
す。オンラインで実施することにより高い教育効果を期待できる授業科目はオ
ンラインで、対面で実施するほうが教育効果の高い授業科目は可能な限り対面
により授業を行います。 （2020年11月25日 理事・副学長メッセージ）

https://www.u-tokyo.ac.jp/covid-19/ja/policies/message-20201125.html


東京大学の近況：ログイン方法切替

● 共通アカウントでのログインに
統一するSSOを実現
○ 大学のICTシステムの複雑さを低減

● 既存ユーザには混乱を招いた🙇
○ 多くの問い合わせ
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オンライン授業
サポート窓口の運用
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学生によるサポートの体制を拡大

● 2020年5月から，オンライン授業のサポートを行う
チャットサービスの学生による運用
○ 詳細は第13回「学生によるオンライン授業サポートチャットの運用」

にて紹介（2020年7月31日）
● 2021年2月からZoomによるサポートを開始
● 2021年3月から既存のメールによるサポートに

案件管理ツールZendeskを導入し，学生も対応に加わる
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https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200731-08_Chujo.pdf


サポート体制の全体像

7https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/supports/

https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/supports/


チャットサポート

「学生によるオンライン授業サポートチャットの運用」
（第13回・2020年7月31日）にて詳細を紹介

● ポータルサイトにウィジェット設置
● ユーザと学生オペレータが

リアルタイムにチャットのやり取り
● 以前紹介した自動応答の活用は縮小

○ ポータルサイトの整理拡充で対応する方針
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https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200731-08_Chujo.pdf


Zoomサポート

● シフト制で学生スタッフが待機
○ 利用者が予約するようなシステムではない

● 音声・画面共有・チャットによりサポートを行う
○ ビデオは利用しない
○ スタッフは画面共有をしない

● 画面共有により状況把握が容易で対応しやすく
● 学生スタッフにとって音声コミュニケーションは負担

9



（参考）Zoomサポート：会議室の設定と運用
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サポート用会議室専用のユーザーを発行
（ユーザー単位でしか設定できない項目も）

● 待機室：オン
○ スタッフは代替ホストに割り当て

（待機室をスキップ・本人確認）
● 参加時の認証：オフ

○ URLを大学アカウント限定の
Googleドキュメントで公開

● ホストより先の参加を許可：オフ
● ビデオ：オフ

○ 開始後に「セキュリティ」→
「参加者に次を許可」にて

● 参加者がチャットを保存しない：オン
● プライベートチャット：オフ
● チャット自動保存：オフ
● 投票：オフ
● デスクトップ全画面の共有を無効：オン

○ 画面共有はアプリ単位のみ
● 画面共有の注釈（コメント）：オン
● コメントのある共有画面の保存：オフ
● ホワイトボード：オフ
● 遠隔操作：オフ
● ミーティング参加者のプロファイル写真

を非表示：オン
● 録画：オフ

複数の利用者に同時対応する場合
ブレイクアウトルームを活用



Zendeskを利用したメールサポート

● 大量の問い合わせを捌くには，最終的には
リアルタイムではないサポートが重要

● 学生がまず確認し，対応できないものを教職員に回す
○ 「学生の対応が不適切」を選ぶチェックボックス→教職員が直接対応

● 案件管理ツールZendeskを導入し処理
○ 担当の割り振りなどが行えるカスタマーサポートのためのツール
○ 凝ったことをやろうとすると微妙に痒いところに手が届かない

● 実際の対応はもちろん，運用設計なども学生が担当 11



ポータルサイト“utelecon”
のリニューアル
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13https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/

https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/


新入生への情報周知
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新入生への情報周知

● すべての学生がオンライン授業を受けられるように
合言葉：“Leave no one behind”

● 新入生にアカウント作成などの必要な手順について
わかりやすい情報を届けることが致命的に重要

● 昨年は何もかもが急遽の対応だったが，
今年は比較的余裕を持って準備することができた
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16
学部1年生への郵送書類に封入 https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/oc/

https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/oc/
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この手順がうまくいかないときのヘルプ

中心となっているのは同時双方向型

東大アカウント専用の会議室に入ってみる



よりよいオンライン授業
を目指したコンテンツ作成
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オンライン授業に関するコンテンツの作成
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● オンライン授業の知見を共有するコンテンツを
ポータルサイト上に作成
○ ファカルティ・デベロップメント (FD) の文脈

（教育支援を担う大学総合教育研究センターの教員も関与）
● 実際に授業を受ける学生ならではの視点
● 記事執筆から編集・校正・コーディングまでを

学生が担う体制

https://www.he.u-tokyo.ac.jp/
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作成中の記事の例

グッドプラクティス（2020年秋の取り組み）
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/good-practice/

https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/good-practice/


その他の学生の活動
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その他の学生の活動

● 英語：英語情報が少ない・遅い問題の改善
● 著作権：学外公開コンテンツの著作権処理等（予定）
● マネジメント業務：勤怠管理システムの開発等
● クラスサポーター制度：Lightweight TA

○ 授業中のマイクミュートの指摘・授業時間外の事前練習のお供など
○ 希望する授業に1学期あたり1人10時間分（固定）の謝金
○ 部局ではなく本部の予算
○ この制度についてはすべて教職員で運営

22



On-Campus Jobの意義と現状
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なぜOn-Campus Jobなのか？

● 大学の運営を大学自身がその多様な構成員で担う
ことの意義は非常に大きい
○ 学部1年生から博士課程まで幅広い学生
○ 専門分野もさまざま

● 学生にとっては活躍の機会
○ 学生の捉え方はさまざま：割のいいバイト，大学の運営に関われる

やりがい，プロジェクトマネジメントの経験，等々
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なぜ「いま」On-Campus Jobなのか？

● オンラインであるからこそ多様な学生が集まって活動
○ 所属キャンパスも活動可能時間もさまざま

● オンライン化は，「大学の運営」というものが
会議室・執務室という物理空間から切り離された瞬間
○ オンライン授業の中枢の先生方で構成される会議に学生が参加

「なんで，私がこの会議に!?」
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On-Campus Jobには何が必要か？

● マネジメントのリソース
○ 学生が主体で進めるとしても，教職員の役割はやはり大きい
○ 教育でも研究でもない業務を誰がどう担う？

● 事務的な体制・制度
○ 例：オンサイトが前提の事務の仕組み（勤怠管理等々）
○ 例：Slackでのコミュニケーションを時給制の謝金でどう位置付け？

これらの整備は東京大学でも道半ば
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On-Campus Jobには何が必要か？

それはさておき，なによりもまず

教職員と学生が協力して大学をよりよくする活動
であるという意識の共有が前提

先生方，いつも真摯にご対応くださりありがとうございます
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東京大学の取り組みのこれまでとこれから

● 東京大学では，オンライン授業化で増加した業務を
とにかく引き受けられる人が引き受けた，という側面

● 成果は上げたが，それぞれの業務を誰が担っていくか
持続的な仕組みを作る段階に来ているのでは

● オンライン授業を支える専門的なスタッフ（教職員）
の拡充も必要ではないか
○ 先生方を間近で見てきた感想：「めちゃくちゃ忙しそうだなあ」
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